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 2 Noël, Francisco., Sinensis Imperii Libri Classici Sex, Pragae, 1711. 


































                                                   






















































































孟子 Memcius が付け加える、「孔子 Confucius が『春秋』Ver & Autumnum と題す
るこの書物には、戦争の話に満ちていることは、否定できない。というのも、『春
秋』という書物に含まれていることは何であれ、ほとんどすべて対立する小国の































































罪と違いがない。正義の戦い les guerres justes というものは、上位の〔優れた〕王
〔諸侯〕が反乱を起こした臣下を殲滅する〔無力化する〕ために、あるいは帝王
〔天子〕が自らの義務を欠いた王〔諸侯〕を処罰するために行うものである。不























































                                                   
 13 孟子曰、盡信書、則不如無書。吾於武成、取二三策而已矣。仁人無敵於天下。以至仁伐至不
仁。而何其血之流杵也。（『孟子』尽心下） 
 14 『孟子経筵直解』は「君」に作る。ここでは「君」によった。 
 15 『孟子経筵直解』は「掩」に作る。ここでは「掩」によった。 
 16 「為實」は『孟子経筵直解』は「而皆」に作る。ここでは「而皆」によった。 


































                                                   
 18 『孟子経筵直解』は「托」に作る。ここでは「托」によった。 



























































『書経』Xu Kim あるいは皇帝の年代記四巻の「武成」Vu Chim と題する章〈すな
わち、専ら戦争遂行に関する著述〉id est, opere belli penitùs confecto において、天
の権威によって Caelo auctore、暴君紂 tyrannum Cheu を罰する帝王武王 Imperatoris 
Vu Uam の熱意 zelus、慈悲 pietas と慈愛 benignitas〔「仁」〕、そして弱体化した統
治の回復 labefactati regiminis restaurationeについて述べるところの二、三節だけを、
真実 verumと理性 ratio に適合するとして選択する。しかし他のもの、特に同じ帝
王武王によって開始した戦闘について、『流れる血は、広く野一面、杵でもって満
たした』Pistillo effusus cruor latè per agros redundabat といったことに、私は信頼を
置かない fidem non do。なぜなら、通常、全帝国でいかなる敵対者 adversarius も
持たない、この上なく慈悲深い〔至仁の〕君主が、流れる血が広く野一面杵でもっ
て満たす程までに、慈悲を全く欠く〔不至仁の〕敵 hostis を攻撃し、それほど残

































                                                   
 25 ノエルの訳によれば、「天吏」とは「帝国の内で自分からその者に敵対する者は誰もおらず、
その者に対して万民が仕えることを望む者、この人が天の使い〔天吏〕Caeli Legatus と呼ばれ、
暴君 tyrannus を罰し ulcisci、人民を援助し sublevare、帝国を保護する tueri ために派遣された
missus のである」（『中華帝国の六古典』 p.265）とある。 
 26 Pluquet, “Observations sur la philosophie morale et politique des législateurs chinois” Les Livres 
classiques de l’Empire de la Chine, Paris, 1784. 





 28 後藤末雄訳『儒教大観』（第一書房、1935）128頁。 















































































                                                   
 31 『孟子経筵直解』は「忿」に作る。ここでは「忿」によった。 


















の平和を混乱させ、王の心を憤りにかきたて Regis animum in iras accendere、人民
の生命を危険に陥らせるのを目論む時、国家に対して容赦に値しない大罪を犯し
ている ingens certè nес veniâ dignum committit erga Rempublicam scelus。愛情深い君
主〔仁君〕Princeps pietatis amans は、勝利のために、兵器 arma を必要とはしない。
彼の偉大な慈悲〔「仁」〕magnifica pietas と好ましい統治 blandum regimen によっ
て、全帝国において、彼に敵対するような者など、ほとんど持たないほど、万人




























の男は国に対して許し難い犯罪を犯している commet certainement un crime 
irrémissible contre l'état。なぜなら彼は王国の平和を乱し、王に武器を取るよう刺
激し à exciter le roi à prendre les armes、その臣民たちの命を危険にさらそうとする
からである。敬愛に満ちた君主は勝利を収めるために兵〔軍隊〕の必要は少しも







































































さらに同じ理由で、君主武王 Princeps Vu Uam が殷王朝 Familiae Yn の最後の皇帝
紂 Imperatorem Cheu を攻撃した。彼にはたった三百の四頭立て戦車と、三千の選
抜兵だけしかなかった。〔ところが〕敵地へ進撃し始めるや否や、〔武王は〕愛情
piè と好意 benignè をもって、住民にこう話しかけたのである。 
「あなた方、愛する人民 dilecti populi よ、心配〔恐怖〕timor しないでほしい。ひ
どく恐れてはならない。私はあなた方にとっての慰める者 consolator として来た
のであって、敵 hostis として来たのではない。私は平和 paxと慰め〔緩和〕levamen















これは、〔始祖〕禹 Yuの〔夏〕王朝最後の帝王である紂 Cheuを、武王 Vu-Vamが
攻撃した戦闘の場合と同様であった。彼〔武王〕は三百の戦車と三千の選抜兵し
か持っていなかった。彼が敵地に入る時に、彼はすべての住民に対して、万人に
向けこれほどの善意 bonté と親切さ l'affabilité をもって、こう語りかけた。「安心
してほしい。我が親愛なる人民よ peuples que je chéris、あなた方は恐れることは
18世紀西欧における『孟子』「義戦」の受容について 
 42 
何もない。私はあなたたちを慰めに consoler 来たのであり、あなた方に戦争 guerre
をしかけに来たのではない。私はあなたたちの農地を荒らしに来たのではなく、


















































































                                                   
 35 『孟子経筵直解』は「王」に作る。ここでは「王」によった。 
 36 「四夷」は『孟子経筵直解』は「商民」に作る。ここでは「商民」によった。 
 37 『孟子経筵直解』は「周」に作る。ここでは「周」によった。 
 38 『孟子経筵直解』は「受」に作る。ここでは「受」によった。 
















慈悲深い君主〔仁君〕Pius Princeps は、他の者への攻撃 impetus の際は、ただ味方
を導き dirigo、自分の慈悲〔「仁」〕pietas と公正〔「義」〕aequitas の誠実さで、正
しき者になるよう rectos efficiat にすることだけを目指した。そしてまさにこの「指
導すること dirigere」という言葉自体が、正しくすること rectum efficere を意味し
ているのだから、すべての人々は、このような君主が自分たちの方へ訪れるよう、














































pieuxを、そして習俗 moeurs と善き統治 bon gouvernement を回復させる正義 juste
                                                   

































                                                   
 43 後藤末雄 訳『儒教大観』（第一書房、1935）155頁。 
『筑波哲学』第 23号（2015年） 
47 
湯武による「革命」が「正義」に裏付けられること、その「正義」とは「習俗と善き
統治」を回復させる平和的な慰めであることを論証し、儒教の徳治主義における「革
命」の正当性を示そうとしたと思われる。 
 また、プリュケはノエルの訳を受けて、「軍隊や戦闘、そして血にまみれた勝利など
何の役に立つだろうか」（『中華帝国経典』p.241）として、仁君による「征伐」によって
血が流れるような戦闘にはならないこと、そのような仁人に敵はいないことを強調し
ている。したがって、張居正による『孟子』における「仁人無敵」の解釈の姿勢は、
ノエルを経てプリュケに受容されたと言えるだろう。 
 
まとめ 
 
 以上、尽心章句下を中心に、仁義の上に成り立つ「義戦」としての「征伐」につい
て考察し、孟子の兵戦論を概観した。張居正は「征」「伐」の背景にある「天子の命」
の必要性を朱子以上に強く説いていたが、ノエルやプリュケの解釈では「正義の戦争」
においてその必要性が明記されず、「仁人」による「導き」であるとして統一的に理解
されていた。ノエルは朱子や張居正の解釈に依拠しながらも、「義戦」の背景にある「天
子の命」の有無よりも、その君主や天子の「仁人」としての徳が有るか無いかをより
重要視していたようである。また、ノエルの解釈を継承したプリュケは、今回考察し
た尽心下の章の中で、湯武による「革命」が「正義」に裏付けられるものであるとし、
その正当性を示すことにつなげていた。このように、「天子の命」を根拠として「伐」
が「義戦」に含まれることを明示した張居正の解釈は、「仁人は天下に敵無し」の理想
に適合する「武王」像をつくり、さらにそれを受容したノエルやプリュケが、慈悲と
慈愛に満ちた武王による「伐」が、救済者によるより平和的な「導き」という手段で
あることを強調する方向へ誘導したと考えられる。 
 ただ、尽心下以外における孟子「兵戦論」理解や、プリュケが尽心下三章を訳さず
省略した理由についての探究はまだ不十分であるため、今後の課題とする。 
 
（さとう・まい 筑波大学大学院人文社会科学研究科在学） 
